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調整給付不足額給付金調整給付不足額給付金

　令和６年度に実施された定額減税において

受け取った給付額に不足があった場合、追加

で受け取る給付金。
2,400万円2,400万円 181万円181万円

保健福祉センター修繕料保健福祉センター修繕料

　古くなり、壁紙がはがれ、見た目も悪い

と、以前から指摘されていた保健福祉センター

の壁紙について修繕を行う。

予防接種委託予防接種委託

　帯状疱疹のワクチンは、生ワクチン（１回

接種）と組換えワクチン（２回接種）があり、

値段も異なる。

　65歳以上の方を対象に、負担軽減のため、

自己負担額を最高１回6,300円とし、その

差額の必要経費について計上。

400万円400万円 36万円36万円

フリースクール等民間施設利用者
　　　　　　　　支援事業補助金
フリースクール等民間施設利用者
　　　　　　　　支援事業補助金

　フリースクールを利用する子どもたちの

社会的自立を支援するため、利用に要する

費用に対し、予算の範囲内において補助金を

交付する事業。

＊フリースクールとは、何らかの理由で学校

に行くことができない、行きたくても行け

ない子どもたちが、学校以外の教育機関で

学び、成長し、安心できる

　場所のことです。　

令和７年度　一般会計補正予算（第１号）

６月
定例会注目注目注目注目 事業事業

令和７年６月定例会が、６月９日から18日までの会期で開催された。

ここでは、令和７年度一般会計補正予算（第１号）と条例改正についてお知らせします。

可決
補正額　3,135万円　補正後予算額　43億7,468万円
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甲良町税条例の一部を改正する条例

・公示送達について、インターネットを用いる方法の定義を示した改正。

・商品であって使用しない（標識がないもの）軽自動車等に対して、軽自動車税種別割

を課さない規定を新設。

・道路交通法の改正（マイナ免許証の運用開始）に伴い、軽自動車税種別割の減免申請

時における運転免許証の提示義務に係る規定等の整備。

等の改正。

甲良町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

・国民健康保険税の基礎課税額に係る課税限度額を「650,000円」から「660,000円」

に引き上げる。

・後期高齢者支援金等課税に係る課税限度額を「240,000円」から「260,000円」に

引き上げる。

・国民健康保険税の減額の対象となる所得基準について。

　軽減の対象となる世帯の軽減判定所得の算定において被保険者数の数に乗ずべき金額

　５割軽減は「295,000円」から「305,000円」に、

　２割軽減は「545,000円」から「560,000円」に引き上げる。

等の改正。

甲良町水道事業給水条例の一部を改正する条例

　給水装置工事は、町長が指定した指定給水装置工事事業者が施行しなければならない

が、災害その他非常の場合において、町長または他の市町村長等が指定をした者が給水

装置工事を施行する必要があると認めるときは施行できる改正。

甲良町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例

　情報通信技術を活用した行政の推進について、情報通信技術を利用する方法により

手続き等を行うために必要となる事項を定める。それにより、手続等に係る関係者の

利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図り、町民生活の向上に寄与する

ことを目的とした新規条例。

全て
可決
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議長議　員　名

賛否がわかれたもの 丸
山

西
澤

木
村
修

野
瀬

西
川

小
森

山
田

藤
居

木
村
誠

福
原

令和７年6月定例会 ６月９日～６月18日審議結果

報　　　　　　　　告

令和６年度　甲良町繰越明許費繰越計算書について（一般会計予算）

令和６年度　甲良町水道事業会計予算繰越計算書について

全　　員　　賛　　成

専決処分につき、承認を求めることについて（甲良町税条例の一部を改正する条例）

専決処分につき、承認を求めることについて（令和６年度　甲良町一般会計補正予算（第９号)）

専決処分につき、承認を求めることについて

（令和６年度　甲良町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号)）

甲良町水道事業給水条例の一部を改正する条例

令和７年度　甲良町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

令和７年度　甲良町水道事業会計補正予算（第１号）

和解につき、議決を求めることについて（議案第37号）

地方公共団体情報システム標準化に係る運用経費の全額国庫負担を求める意見書（案）

専決処分につき、承認を求めることについて

（甲良町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

甲良町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例

令和７年度　甲良町一般会計補正予算(第１号)

和解につき、議決を求めることについて（議案第36号）
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結果

可決

【賛成は〇、反対は●、議長は可否同数の場合のみ採決に加わる】

地方公共団体情報システム標準化に係る
運用経費の全額国庫負担を求める意見書
（要約）

　地方公共団体情報システムの標準化への移行経費は全額国庫負担されましたが、運用経費

は各自治体負担とされています。我が町の場合、県下６町による「６町クラウド」での運用

経費は月々約430万円であり、ガバメントクラウドへの移行により月々約1,100万円とな

り、約2.5倍強に膨れ上がります。年間40億円の財政規模である我が町にとっては、更に

財政逼迫をまねき、政策予算が削減されかねず、まさに死活的問題となりかねません。

　地方公共団体情報システム標準化に係る政府の方針に起因する運用経費の増加分について

全額国庫負担とするよう強く求めます。

可決
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◎印の質問を掲載しています。◎印の質問を掲載しています。

ページ 質問事項 質問議員

６

７

８

９

西川　誠一
にしかわ　　せいいち

山田　光義
やま　だ　　　みつよし

木村　誠治
　き　むら　　せい　じ

一
質
般
問
町政のここが知りたい！

聞きたい！
町政のここが知りたい！

聞きたい！
　一般質問とは、議員の日常活動と調査・研究・住民の声や自身の考え方をもとに、
町長などに方針を問うものです。

◎中学校体育館へのエアコン設置について

◎農林水産省「みどりの食料システム戦略」2030年目標への町の

対応について

・米価高止まりについて

◎トランプ関税について

・ごみ焼却場について

◎交通安全問題について

◎人権施策の推進について

◎役場前交差点改良工事を問う

・上下水道管の対応について

◎ごみ減量へ本格的対策は必須条件では

・地方公共団体情報システム標準化とは

・呉竹区内の農業協同作業所の今後について

西澤　伸明
にしざわ　　のぶあき
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中学校体育館内

木村　誠治 議員

体
育
館
は
、
授
業
や

部
活
動
、
行
事
ま
た
は

災
害
時
の
避
難
所
と
し
て

も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
空
調

設
備
が
未
設
置
の
た
め
、

利
用
者
の
健
康
や
安
全
が

懸
念
さ
れ
る
。
子
ど
も

た
ち
の
健
康
と
学
習
環
境

の
確
保
、
ま
た
災
害
時
の

避
難
場
所
機
能
強
化
の

観
点
か
ら
、
中
学
校
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を

町
と
し
て
検
討
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

　

ま
た
、
補
助
金
等
の

財
源
確
保
や
今
後
の
具
体

的
な
検
討
方
針
は
ど
う
か
。

教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
空
調
機
の
設
置
は
検

討
し
て
い
な
い
が
、
児
童

生
徒
の
安
心
安
全
の
た
め
、

体
育
館
で
の
授
業
や
活
動

時
に
は
暑
さ
指
数
を
考
慮

し
て
判
断
し
て
い
る
。

　
交
付
金
が
あ
る
こ
と
は

確
認
し
て
い
る
が
、
設
置

の
検
討
を
し
て
い
な
い
た
め
、

具
体
的
な
方
針
は
な
い
。

農
林
水
産
省
「
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

で
、
２
０
３
０
年
ま
で
に

化
学
農
薬
・
肥
料
の
使
用

量
削
減
等
が
目
標
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
町
と
し

て
こ
れ
ら
の
目
標
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
方
針

か
。

　

ま
た
、
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ

イ
ド
系
農
薬
の
使
用
削
減

や
有
機
農
業
拡
大
に
向
け

た
具
体
的
施
策
・
支
援
策

は
。

　 

県
は
、
環
境
こ
だ
わ

り
農
業
推
進
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

農
業
を
環
境
こ
だ
わ
り

農
業
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、

本
格
的
に
推
進
を
図
る
と

し
て
お
り
、
町
と
し
て
も

全
て
の
農
薬
に
つ
い
て
よ

り
一
層
の
削
減
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系

農
薬
は
、
カ
メ
ム
シ
防
除

が
主
な
使
用
だ
が
、
農
薬

に
頼
ら
な
い
カ
メ
ム
シ

被
害
軽
減
策
と
し
て
、

色
彩
選
別
機
に
よ
る
被
害

米
除
去
や
畦
畔
除
草
の
徹

底
を
推
進
し
て
い
る
。

一般質問一般質問

　 

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
へ
の
対
応
は

　

化
学
農
薬
・
肥
料
の
使
用
量
削
減
を
進
め
る

検討していないが授業は暑さ指数で判断

中学校体育館への
空調設置は
中学校体育館への
空調設置は
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北
落
呉
竹
線
、
池
寺

下
之
郷
線
道
路
の
セ
ン

タ
ー
ラ
イ
ン
や
路
側
帯
の

区
画
線
が
消
え
て
い
る

箇
所
が
あ
り
危
険
で
、

夜
間
や
雨
天
時
の
走
行
時

は
特
に
危
な
い
。
事
故
が

起
き
て
か
ら
で
は
遅
い
の

で
路
面
標
示
工
事
を
要
望

す
る
。
併
せ
て
県
道
・

町
道
の
凸
凹
が
ひ
ど
く
な

っ
て
い
る
箇
所
は
、
走
行

性
も
悪
く
事
故
の
恐
れ
も

あ
る
た
め
早
期
の
改
修
を

求
め
る
。

北
落
呉
竹
線
は
路
面

状
況
が
悪
い
の
で
社
会

資
本
整
備
費
補
助
金
等
で
、

舗
装
修
繕
を
実
施
し
、

完
了
区
間
か
ら
ラ
イ
ン
の

引
き
直
し
を
し
て
い
る
。

危
険
性
の
高
い
箇
所
は

町
単
独
経
費
で
ラ
イ
ン
の

引
き
直
し
を
し
て
い
る
が
、

全
線
の
引
き
直
し
は
、

財
源
確
保
の
状
況
か
ら

あ
と
数
年
か
か
る
。
凸
凹

に
つ
い
て
は
令
和
５
年
度

末
に
施
設
整
備
計
画
を

策
定
し
、
舗
装
の
状
況

調
査
し
た
地
図
に
よ
り
、

悪
い
箇
所
を
優
先
的
に

修
繕
す
る
計
画
を
立
案
し

て
い
る
。

米　

米
国
の
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
の
関
税
引
き
上
げ

発
言
で
日
本
、
世
界
は

振
り
回
さ
れ
て
い
る
が

米
国
は
日
本
の
最
大
輸
出

国
で
あ
り
率
が
決
ま
れ
ば

大
き
な
影
響
を
受
け
る
。

本
町
に
は
関
連
企
業
は

何
社
あ
る
の
か
。
本
町
に

本
社
機
能
の
あ
る
会
社
は

自
動
車
部
品
生
産
が
主
要

で
あ
る
た
め
心
配
だ
が
、

何
か
相
談
を
受
け
た
り

訪
問
し
て
聞
い
た
り
し
た

の
か
。

　

ま
た
、
米
の
輸
入
は

自
給
率
を
ア
ッ
プ
す
る
た

め
に
も
阻
止
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　
　
町
内
の
輸
出
関
連
企

業
は
７
社
で
す
。
商
工
会
、

町
に
相
談
等
は
な
く
、
町

か
ら
の
訪
問
も
し
て
い
な

い
。

　
食
料
は
輸
入
に
過
度
に

依
存
せ
ず
強
靭
な
国
内
農

業
の
構
築
が
重
要
と
考
え

る
、
地
元
農
業
の
振
興
、

地
産
地
消
を
進
め
た
い
。

西川　誠一 議員

一般質問一般質問

　 

ト
ラ
ン
プ
関
税
で

影
響
を
受
け
る
町
内
企
業
は

　

輸
出
先
は
不
明
だ
が
７
社
で
す

舗装修繕完了区間からライン引き直しを実施

北落呉竹線、
池寺下之郷線道路の
白線補修工事を

北落呉竹線、
池寺下之郷線道路の
白線補修工事を
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第
４
次
甲
良
町
総
合

計
画
の
基
本
目
標
３
の

政
策
６
に
共
生
・
人
権
を

大
切
に
す
る
と
掲
げ
て
あ

る
。
そ
の
中
の
基
本
施
策

２
は
人
権
施
策
の
推
進
で

あ
る
。

　

行
政
組
織
、
職
員
一
人

ひ
と
り
の
人
権
意
識
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識

の
醸
成
を
図
る
と
あ
る

が
、
令
和
６
年
度
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
研
修
、

取
組
を
行
っ
た
の
か
。

　

ま
た
、
職
員
の
出
席
率

や
欠
席
者
へ
の
対
応
は
。

　
　

市
町
村
職
員
研
修

セ
ン
タ
ー
（
外
部
研
修
）

と
職
場
研
修
（
内
部

研
修
）
に
分
け
て
い
る
。

　

内
部
研
修
は
、
新
任

職
員
研
修
、
人
権
研
修
、

人
事
評
価
研
修
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
、

交
通
安
全
研
修
、
不
当

要
求
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
研
修
を

行
っ
た
。
具
体
的
に
は

人
権
意
識
の
研
修
（
人
権

三
法
）
は
県
人
権
セ
ン

タ
ー
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

は
、
元
明
石
市
の
副
市
長

を
講
師
に
招
い
て
研
修
を

実
施
し
た
。
人
権
研
修
は

約
７
割
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
研
修
は
約
８
割
の

出
席
率
で
、
欠
席
者
に
は

資
料
を
配
布
し
て
い
る
。

執
務
時
間
内
で
全
職
員
を

対
象
に
し
て
お
り
、
通
常

業
務
も
あ
る
た
め
全
員

出
席
と
な
ら
な
い
が
、

午
前
と
午
後
に
分
け
る

な
ど
の
対
応
を
今
後
も

取
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

人
権
に
関
連
す
る

研
修
会
・
研
究
大
会
・

集
会
｟
全
国
・
近
畿
・

県
｠
な
ど
の
参
加
要
請
に

対
し
人
権
対
策
本
部
長

｟
町
長
｠
を
先
頭
に
出
席

で
き
て
い
る
の
か
。
昨
年

度
の
町
・
彦
愛
犬
・
県
・

近
畿
・
全
国
単
位
の
出
席

状
況
の
報
告
と
欠
席
の

理
由
は
。

　

ま
た
、
本
町
で
差
別

事
件
が
起
き
た
と
き
に
、

す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
の

か
。

　 

全
国
、
近
畿
、
県
、

彦
愛
犬
に
つ
い
て
は
、

全
国
人
権
同
和
教
育
研
究

大
会
、
全
隣
協
、
県
の

人
権
教
育
研
究
大
会
等
と
、

人
権
せ
せ
ら
ぎ
交
流
会
で
、

町
と
し
て
は
参
加
す
べ
き

大
会
等
へ
職
員
は
参
加
し

て
い
る
。

　
た
だ
し
、
す
べ
て
参
加

は
で
き
て
い
な
い
。
別

事
業
と
の
重
複
等
に
よ
り
、

職
員
の
参
加
環
境
が
整
わ

な
か
っ
た
こ
と
が
理
由
で

す
。

　

町
は
、
町
民
の
人
権

問
題
学
習
講
座
を
３
回
と
、

部
落
解
放
を
め
ざ
す
町
民

の
集
い
を
実
施
し
て
い
る
。

昨
年
度
の
職
員
の
参
加

状
況
は
ど
ち
ら
の
事
業
も

職
員
の
２
割
程
度
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
参
加
に

つ
い
て
は
、
課
長
会
や
、

職
員
用
の
庁
内
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
の
掲
示
板
を
利
用

し
て
周
知
を
今
後
も
し
て

い
く
。

　
差
別
事
件
が
起
き
た
時
、

直
ぐ
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
な
い
が
、
本
町
に
は

人
権
対
策
本
部
設
置
規
程

が
あ
り
、
ま
ず
は
そ
の
方

向
で
立
ち
上
げ
る
こ
と
に

な
る
。

　

事
例
に
よ
っ
て
は
、

法
務
局
や
県
人
権
セ
ン

タ
ー
と
連
携
を
取
り
対
応

し
て
い
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
作
っ
て
い
く
べ
き
だ
と

思
う
。

山田　光義 議員

一般質問一般質問

　 

人
権
に
関
す
る

研
修
会
の
出
席
状
況
は

　

別
事
業
と
の
重
複
等
で

す
べ
て
の
参
加
は
で
き
て
い
な
い

人権研修やコンプライアンス研修を実施

人権施策の推進のため
どのような職員研修を行ったのか
人権施策の推進のため
どのような職員研修を行ったのか
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交差点

牛乳パックなどの資源ごみ

西澤　伸明 議員

　
　

役
場
前
交
差
点
が

い
び
つ
な
形
の
ま
ま
で

危
険
で
あ
り
、
我
が
町
の

ど
真
ん
中
の
メ
イ
ン
道
路

で
も
あ
り
、
今
後
も
さ
ら

に
交
通
量
は
増
え
て
く
る

と
思
わ
れ
る
。
県
当
局
も

町
も
対
応
を
問
わ
れ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
完
成
を

望
ん
で
い
る
と
思
う
が
、

今
後
の
方
向
は
。
町
と
し

て
、
こ
の
現
状
に
対
す
る

認
識
は
。

　

大
き
な
立
場
か
ら
見
て
、

あ
の
危
険
な
状
態
で
出
っ

張
っ
た
ま
ま
、
改
良
工
事

が
途
中
で
止
ま
っ
て
い
る

こ
と
だ
け
は
解
決
し
た
い

と
い
う
１
点
で
一
致
し
て

も
ら
い
、
町
も
地
元
役
員

と
の
合
意
を
め
ざ
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
県
か
ら
は
昨
年
12
月

に
凍
結
と
の
返
答
で
あ
り
、

事
業
の
継
続
を
要
望
し
た

と
こ
ろ
だ
。

　
い
び
つ
な
形
状
を
し
た

交
差
点
で
あ
る
た
め
、
町

と
し
て
も
、
事
業
の
再
開

を
願
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く

つ
も
り
は
な
い
。
妥
協
点

を
求
め
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
今
後
、
私
な
り
に
県

に
も
う
少
し
力
を
入
れ
て

ほ
し
い
と
働
き
か
け
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
　

新
ご
み
処
理
施
設

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

進
も
う
と
も
、
住
民
も
町

と
し
て
も
、
ご
み
の
減
量

を
進
め
て
い
く
こ
と
自
体

が
大
変
大
き
な
課
題
だ
。

ご
み
の
抜
本
的
減
量
計
画

策
定
を
求
め
る
決
議
が

可
決
し
て
、
ど
の
よ
う
な

減
量
計
画
を
策
定
し
た
の

か
。
と
り
わ
け
水
分
の

多
い
生
ご
み
、
紙
お
む
つ

な
ど
が
課
題
と
な
る
が
ど

う
か
。

　
　

令
和
４
年
度
か
ら

令
和
13
年
度
ま
で
の
10
年

間
の
計
画
で
あ
る
彦
愛
犬

の
一
般
廃
棄
物
ご
み
処
理

基
本
計
画
を
第
一
に
取
組

を
進
め
て
い
る
。
ご
み
の

内
容
物
で
変
化
は
あ
る
も

の
の
、
徐
々
に
減
量
へ

進
ん
で
い
る
。
現
状
か
ら

15
％
減
量
の
目
標
達
成
に

向
け
て
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。
紙
お
む
つ
に
つ
い

て
は
、
ひ
と
つ
の
懸
案

事
項
と
し
て
今
後
の
対
策

は
必
要
だ
と
は
考
え
て
い

る
。

一般質問一般質問

　

 

ご
み
の
抜
本
的
減
量
計
画
策
定
は

重
要
な
課
題

　

現
状
か
ら
15
％
減
量
に
向
け
対
策
を
進
め
た
い

このままにしておけない、県に働きかけたい

役場前交差点
改良工事は地元合意を
めざし再開を

役場前交差点
改良工事は地元合意を
めざし再開を
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９月定例会の予定
～議会を傍聴してみませんか～

なお、都合により日程

が変更になる場合が

ございます。

会期日程、議会会議録

などは、ホームページ

でも公開しています。

氏　名　　川並　了慈さん（下之郷）
かわなみ　  りょう　じ

　下之郷　西應寺住職として、皆様との御縁を
大切に頑張っております。

き

が

と

あ

　

米
農
家
の
一
人
と
し
て
米
価
高
騰
の
現
状
を

実
感
し
て
い
ま
す
。
市
場
原
理
に
委
ね
る
こ
と
で

一
時
的
な
利
益
が
生
ま
れ
る
一
方
、
安
定
し
た

食
の
供
給
や
地
域
農
業
の
持
続
性
に
は
不
安
も

感
じ
ま
す
。

　

甲
良
町
は
主
要
産
業
の
一
つ
が
農
業
で
す
。

米
価
の
急
変
動
が
暮
ら
し
や
経
済
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
行
政
や
関
係
機
関
が
適
切
に

関
与
し
、
安
心
し
て
農
業
に
取
り
組
め
る
環
境

づ
く
り
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
皆
さ
ま
の
声
を
大
切
に
議
員
一
同
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　

 

｟
木
村
誠
治
｠

発
行
責
任
者
　
　
　
　
　
議　
　

長　

丸
山　

恵
二

議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
委　

員　

長　

小
森　

正
彦

副
委
員
長　

福
原　
　

守

委　
　

員　

山
田　

光
義

藤
居　

吉
也

木
村　

誠
治

 ● ご覧になられた感想は

　わかりやすく議会の内容を記し、各議員が
適所の分野で取り組んでおられるのを読ませて
いただいています。

 ● 興味のある記事は

　空き家対策の有効活用やその空き家に棲み
つく野生動物の対策記事など。

 ● 町・町議会への提案

　深刻な問題の１つが、急速に進んでいる人口
減少です。それに歯止めがかからず町の存続が
危うくなる前に、若い世代の人達が住みとどま
る得策を期待します。

議会だよりへのご意見議会だよりへのご意見

VOICE
町民の声　Episode.10

月　日 内　容

９月２日

４日

５日

８日

９日

10日

12日

24日

全員協議会

開会・一般質問

一般質問（予備日）

予算決算委員会（一般会計）

予算決算委員会（特別会計）

予算決算委員会（予備日）

委員会（予備日）

閉会

こ
う
ら
議
会
だ
よ
り

発
行
／
〒
522-0244  滋

賀
県
犬
上
郡
甲
良
町
議
会
　
TEL 0749-38-5060 FAX 0749-38-3421　

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
HP http://w

w
w
.kouratow

n.jp/

見
や

す
い

ユ
ニ
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イ
ン

フ
ォ
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を
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用
し

て
い
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す
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